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２. ポリガラクツロン酸合成酵素のドナー基質である UDP-ガラクツロン酸の高効率調製法 
 ポリガラクツロン酸合成酵素のドナー基質は市販されておらず、基質の効率的な調製法が求められていた。まず、




 調製した基質を用いて当研究室の Akita らにより本酵素の活性測定法と可溶化法が構築された。この方法を用いて
ゲルろ過による分画を試みたところ、活性回収率（約 3％）が非常に低く、多段階の精製が困難であった。そこで、
本酵素の植物材料、活性測定、可溶化、安定化条件の検討を行った。植物材料としては大量調製が容易なアズキ上胚
軸を用いることとした。条件検討前と比べて、活性測定感度は 1.8 倍、可溶化効率は 1.3 倍上がり、全体としては 2.3




― 319 ― 
 至適化された条件を用いて、本酵素の分子量を調べた。本酵素が安定に保たれる低塩濃度条件下で、ゲルろ過と密
度勾配遠心を行った。本酵素は少なくとも大きさの異なる 3 つの形態で存在し、それぞれ界面活性剤付きで 2,100 万
（画分 B）、500 万（画分 C）、59 万（画分 D）の分子量を持っていることが分かった。 
５. 高塩濃度処理によるポリガラグツロン酸合成酵素の低分子量化 
 本酵素は高塩濃度で不安定であることが分かったので、高塩濃度条件下で本酵素の分子サイズがどのように変化す
るかを調べた。ゲルろ過で検出された３つの画分を、それぞれ 0.5 M 塩化ナトリウムでプレインキュベートし、ゲル
















倍、活性測定勧効率は 1.8 倍上がり、全体としては 2.3 倍の活性が検出されるようになった。至適化された条件でゲ
ルろ過を行ったところ、約 70％で活性を回収することに成功した。至適化された条件を用いて、本酵素の構造的性質
を解析した。可溶化酵素の塩濃度安定性を調べたところ、高塩濃度で不安定なことが分かった。本酵素のゲルろ過と
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